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研究成果概要 
平成２５年度には、大気ニュートリノMCシミュレーションにおいて以下のような改良がなされた。 
 
１． 多波長のレーザーをスーパーカミオカンデに打ち込み、PMT表面と壁面のブラックシートの

反射率を測定した。この反射率を検出器のシミュレーションに導入した。 
２． 新たに光子―核子反応をシミュレーションに取り入れた。 
３． 多リング事象をより正確に理解できるように、ニュートリノ反応後に水中でハドロン反応に

よって生成された２次π粒子の情報を残すようにした。 
 
これにより、π0粒子の再構成された質量分布において、データーとシミュレーションがより一致す
るようになった。 
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